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東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
二
日
～
三
日
に
石
和

温
泉
に
お
い
て
、
第
二
六
回
組
織
強
化

・
拡
大
労

働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
を
開
催
し
、
一
〇
〇

名
を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
鎌
田
委
員
長
は
、「
こ
れ

ま
で
組
織
強
化
・
拡
大
は
、
全
て
の
運
動
の
原

動
力
と
認
識
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

組
合
未
加
入
者
が
多
く
存
在
す
る
現
在
、
情
勢

認
識
を
組
織
内
で
一
致
さ
せ
、
不
安
や
動
揺
を

深
め
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、
働
き
か
け
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
情
勢
報
告
と
し
て
、
東
日
本
本
部
・
武

田
組
織
部
長
は
、
国
労
東
日
本
本
部
の
組
織
状
況

や
、
他
労
組
や
会
社
の
動
き
が
報
告
さ
れ
た
。

　
　

国
鉄
採
用
者
の
退
職
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
５
年
も
あ
る

続
い
て
、
他
の
地
方
で
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

た
め
、
仙
台
地
本
と
長
野
地
本
の
仲
間
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
仙
台
地

本
・
千
葉
組
織
部
長
か
ら
は
組
織
現
状
や
拡
大
の

経
過
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
や
出
向
の
状
況
や
問
題
点

が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、「
学
習
会
や
集
会
の
定
例

化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
拡
大
が
続
い
た
郡
山
駅

に
学
ぼ
う
と
、
職
場
の
問
題
を
共
有
化
し
、
現
場

長
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
団
交
で
改
善
さ
せ
て
き

た
。
困
っ
た
事
は
国
労
に
相
談
す
る
雰
囲
気
作
り

を
行
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
総
合
サ
ー
ビ

ス
（
東
京
で
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
あ
た
る
）
プ
ロ
パ
ー

社
員
と
の
交
流
会
や
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
職
場

の
労
働
条
件
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
」
な
ど

の
報
告
が
さ
れ
た
。   

長
野
地
本
東
北
信
支
部
・
田
中
書
記
次
長

は
軽
井
沢
駅
で
の
拡
大
に
つ
い
て
「
要
員
が

ギ
リ
ギ
リ
で
、
車
い
す
対
応
に
、
窓
口
を
閉

め
て
行
か
ざ
る
を
え
な
い
。
休
憩
も
取
れ
な

い
。
お
客
様
は
乗
り
遅
れ
る
。
職
場
の
日
誌
に
、

人
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
と
書
か
れ
る
状
況
。

新
聞
を
発
行
し
、
レ
ク
な
ど
仲
間
を
集
め
る

努
力
、
人
間
関
係
作
り
を
行
っ
て
き
た
」
な

ど
の
報
告
が
さ
れ
、
加
入
し
た
西
村
さ
ん
か

ら
は
「
他
労
組
の
大
量
脱
退
で
、
は
じ
め
て

組
合
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

み
ん
な
辞
め
る
か
ら
と
い
う
理
由
も
お
か
し

い
と
思
っ
た
。
国
労
は
組
織
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
尊
敬
で
き
る
先
輩
が
い
る
。
国
労

は
会
社
の
よ
う
な
上
下
関
係
で
も
な
く
、
同

期
の
よ
う
な
横
の
関
係
で
も
な
い
、
い
わ
ば

斜
め
の
関
係
。
未
加
入
で
は
で
き
な
く
て
も
、

国
労
な
ら
で
き
る
事
も
あ
る
。
国
鉄
採
用
の
方

が
退
職
す
る
ま
で
『
ま
だ
五
年
も
あ
る
』。
ま
だ

ま
だ
で
き
る
事
は
沢
山
あ
る
」
な
ど
の
話
が
さ

れ
た
。
そ
の
後
佐
藤
組
織
部
長
か
ら
組
織
拡
大

へ
の
基
調
提
起
が
あ
り
、
全
体
集
会
後
、
一
〇

の
分
散
交
流
会
に
分
か
れ
、
個
々
の
職
場
の
取

り
組
み
の
細
か
い
突
合
せ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

　
　

会
社
が
作
る
組
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　

労
働
者
を
守
ら
な
い

　

二
日
目
は
、
昨
日
の
分
散
会
の
う
ち
、
四
分
散

会
か
ら
報
告
が
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
「
若
い
社

員
か
ら
、
訳
も
分
か
ら
ず
に
他
労
組
に
入
り
、
加

入
さ
せ
た
分
会
長
が
先
に
脱
退
。
組
合
不
信
に
な

っ
た
と
い
う
声
」「
若
手
の
交
流
の
場
が
ほ
し
い
」

「
会
社
が
作
っ
た
組
合
が
で
き
れ
ば
入
り
た
い
と

い
う
社
員
に
、
そ
の
組
合
は
労
働
者
を
守
ら
な
い

と
説
得
」「
わ
ず
か
な
超
勤
を
つ
け
続
け
る
事
で
、

最
初
は
セ
コ
い
と
言
わ
れ
た
が
、
最
後
に
は
会
社

が
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
、
皆
か
ら
感
謝
さ
れ
た
」

「
若
手
を
国
労
に
入
れ
て
責
任
取
れ
る
の
か
と
言

う
が
、
他
労
組
は
入
れ
て
責
任
を
取
ら
な
か
っ
た
」

「
女
性
社
員
が
増
え
て
、
設
備
改
善
が
急
務
」
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
や
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
拡
大
の
取
り
組
み
の
報
告
で
は
、

八
王
子
信
号
通
信
技
セ
分
会
・
大
角
分
会
長
か
ら

「
こ
れ
ま
で
、
遊
び
や
レ
ク
で
は
い
ろ
い
ろ
交
流
し

て
き
た
。
職
場
で
は
、
物
を
言
え
る
職
場
作
り
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
私
た
ち
の
世
話
役
活
動
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
和
賀
さ
ん
の
勇
気
が
あ
っ

た
。
高
村
さ
ん
は
、
昨
年
の
入
社
の
と
き
に
、
他

労
組
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
説
明
が
さ
れ
ず
、
加

入
し
な
か
っ
た
。
今
回
国
労
の
人
へ
の
共
感
・
素

直
な
気
持
ち
で
加
入
し
た
」、
神
奈
川
地
区
本
部
の

粉
川
書
記
長
か
ら
は
「
こ
の
人
は
、
と
思
っ
た
ら

加
入
ま
で
ず
っ
と
交
流
を
続
け
た
。
活
動
家
や
役

員
で
は
な
く
、
ふ
つ
う
の
組
合
員
が
続
け
て
加
入

に
繋
げ
た
。
加
入
し
た
方
の
職
場
（
鹿
島
田
駅
）

に
国
労
組
合
員
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、

他
の
職
場
の
人
た
ち
も
見
て
加
入
し
た
。
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
で
は
、
Ｇ
Ｓ
経
験
が
無
い
人
が
増
え
て
き

た
。
国
労
の
取
り
組
み
を
意
識
的
に
伝
え
て
い

く
」、
新
川
崎
駅
で
加
入
し
た
白
濱
さ
ん
か
ら
は

「
若
手
の
悩
み
・
苦
し
み
を
共
有
し
た
い
。
年
配

者
も
若
手
を
研
究
し
て
学
ん
で
ほ
し
い
。
問
題

解
決
に
向
け
、
労
働
組
合
に
し
か
で
き
な
い
事

を
や
り
た
い
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。
そ
の
後

宮
下
青
年
部
長
を
は
じ
め
、
青
年
部
の
仲
間
が

壇
上
に
登
り
、
自
己
紹
介
と
決
意
表
明
が
さ
れ
、

最
後
に
石
井
書
記
長
か
ら
の
ま
と
め
の
あ
と
、

宮
下
青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
さ
ら

な
る
拡
大
へ
の
決
意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

鉄
関
労
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

組
織
強
化
・
拡
大

　経
験
交
流
集
会
開
催

　

鉄
道
関
連
産
業
労
働
組
合
協
議
会
は
、
九
月
八
日

に
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
、
立
川
市
の
昭
和
記
念
公

園
で
開
催
し
た
。

　

今
年
も
晴
天
に

恵
ま
れ
、
国
労
組

合
員
を
は
じ
め
、

Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
で

働
く
仲
間
な
ど
約

五
〇
名
以
上
が
集

ま
っ
た
。
焼
き
肉

や
焼
き
そ
ば
を
食

べ
な
が
ら
交
流
が

行
わ
れ
た
。



飯塚選手　選手宣誓

安

倍

内

閣

を

退

陣

さ

せ

よ

う
鎌田委員長　始球式

野
球
大
会
一
・
二
回
戦

　

神
奈
川
は
２
チ
ー
ム
と
も
準
決
勝
へ
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が
、
二
〇
対
六
で
神
奈
川
Ｂ
が
二
回
戦
に
進
ん
だ
。

八
王
子
地
区
本
部
対
新
橋
支
部
Ａ
（
電
力
チ

ー
ム
）
の
試
合
は
、
八
王
子
・
緑
川
投
手
、
新
橋

Ａ
・
青
木
投
手
の
投
げ
合
い
で
始
ま
っ
た
が
、
一

回
表
に
新
橋
Ａ
は
、
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の
三
塁

打
に
エ
ラ
ー
も
か
ら
め
て
ま
ず
一
点
を
あ
げ
、
そ

の
後
小
刻
み
に
ヒ
ッ
ト
を
重
ね
、
い
き
な
り
九
点

を
あ
げ
て
試
合
を
決
定
づ
け
た
。
そ
の
後
八
王
子

も
追
い
上
げ
た
が
、
及
ば
ず
一
一
対
五
で
新
橋
Ａ

が
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

上
野
支
部
対
大
宮
地
区
本
部
の
試
合
で
は
、
上

野
支
部
・
相
沢
投
手
、
大
宮
地
区
本
部
・
藤
沢
投

手
の
投
げ
合
い
で
始
ま
っ
た
。
上
野
チ
ー
ム
は
一

回
表
に
四
点
を
先
行
し
た
が
、
一
回
裏
に
大
宮
チ

ー
ム
は
ヒ
ッ
ト
を
重
ね
て
七
点
を
挙
げ
、
更
に
満

　

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
五
日
に
第
四
六
回
軟

式
野
球
大
会
を
、
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場

に
お
い
て
開
催
し
た
。 

一
〇
時
四
五
分
に
開
会
式
が

行
わ
れ
、鎌
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、飯
塚
選
手
（
新

橋
Ｂ
チ
ー
ム
・
御
徒
町
駅
）
の
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
一
一
時
一
五
分
に
鎌
田
委
員
長

の
始
球
式
と
と
も
に
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

　

自
動
車
支
部
対
神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
（
国
府
津

支
部
）
の
試
合
は
、
自
動
車
支
部
・
柳
沢
投
手
、

神
奈
川
Ｂ
・
吉
田
投
手
の
投
げ
合
い
で
始
ま
っ

た
。
神
奈
川
Ｂ
は
二
回
裏
に
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー

二
塁
打
、
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー
二
塁
打
な
ど
連
打
を

続
け
、
一
一
点
を
挙
げ
試
合
を
決
定
づ
け
た
。
自

動
車
チ
ー
ム
も
三
回
表
に
岡
田
選
手
の
セ
ン
タ
ー

オ
ー
バ
ー
二
塁
打
な
ど
で
三
点
を
返
す
な
ど
し
た

塁
か
ら
藤
沢
選
手
が
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
計
一
一

点
を
挙
げ
て
流
れ
を
決
定
づ
け
た
。
試
合
は
一
七

対
五
で
大
宮
チ
ー
ム
が
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

神
奈
川
地
区
本
部
Ａ
（
中
原
電
車
区
）
対
新
橋

支
部
Ｂ
（
新
宿
駅
）
の
試
合
は
、
神
奈
川
Ａ
・
飯

山
投
手
、
新
橋
Ｂ
・
才
田
投
手
の
先
発
で
始
ま
っ

た
。
飯
山
投
手
は
、
新
橋
Ｂ
チ
ー
ム
を
三
振
や
内

野
ゴ
ロ
に
打
ち
取
り
点
を
与
え
ず
、
六
対
〇
で
神

奈
川
Ａ
が
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
と
大
井
工
場
支
部
の
試
合

は
、
神
奈
川
Ｂ
・
吉
田
投
手
、
大
井
工
場
・
金
井

投
手
の
先
発
で
始
ま
っ
た
。
神
奈
川
Ｂ
は
二
回
表

に
ヒ
ッ
ト
を
集
め
、
七
点
を
取
っ
て
試
合
を
決
定

づ
け
た
か
に
思
え
た
。
し
か
し
そ
の
裏
、
大
井
工

場
チ
ー
ム
は
一
点
ず
つ
小
刻
み
に
加
点
し
、
最
後

は
山
道
選
手
の
右
前
打
で
二
点
の
計
一
二
点
を
取

っ
て
一
気
に
逆
転
に
成
功
し
た
。
し
か
し
神
奈
川

Ｂ
は
す
か
さ
ず
小
田
切
選
手
の
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ

ー
で
二
点
な
ど
、
三
回
に
四
点
、
四
回
に
五
点
を

挙
げ
て
再
度
試
合
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
神
奈
川
Ｂ

チ
ー
ム
が
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

こ
の
結
果
、
準
決
勝
は
九
月
一
九
日
（
水
）

一
一
時
か
ら
、
神
奈
川
地
区
本
部
Ｂ
チ
ー
ム

対
新
橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
、
神
奈
川
地
区
本
部

Ａ
チ
ー
ム
対
大
宮
地
区
本
部
の
組
合
わ
せ
で

行
わ
れ
る
。
再
び
熱
い
戦
い
や
好
プ
レ
ー
を

期
待
し
た
い
。

「
八
月
一
五
日
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
で
、
天
皇

は
『
深
い
反
省
』
と
述
べ
た
が
、
安
倍
首
相
は
反

省
の
『
は
』
の
字
も
無
か
っ
た
。
安
倍
首
相
の
祖

父
・
岸
元
首
相
は
昭
和
一
六
年
の
開
戦
の
署
名
に

名
を
連
ね
て
い
る
。
以
前
あ
れ
は
正
し
か
っ
た
の

か
と
質
問
し
た
ら
、
苦
し
そ
う
に
『
歴
史
的
に
は

間
違
っ
て
い
た
』
と
述
べ
た
。
今
、
そ
ん
な
話
は

し
な
い
。
こ
ん
な
滅
茶
苦
茶
な
政
権
・
首
相
は
初

め
て
。
来
年
の
参
議
院
選
挙
で
一
人
区
に
反
原
発

候
補
を
立
て
、
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ん
で
、
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も
う
」
な
ど
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
日
本
共
産
党
・
宮
本
徹
議
員
、
内

田
雅
敏
弁
護
士
（
主
催
者
あ
い
さ
つ
）、
違
憲
訴

訟
の
会
・
大
村
さ
ん
、
許
さ
な
い
戦
争
法
オ
ー
ル

板
橋
行
動
・
荒
川
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
最

後
に
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
を
め
ざ
す
会
・
長

谷
部
さ
ん
か
ら
「
翁
長
知
事
は
、
四
年
間
命
を
削

る
よ
う
に
働
い
た
。
平
和
で
誇
り
あ
る
生
き
方
を

励
ま
し
た
。
最
後
は
力
を
振
り
絞
り
、
埋
め
立
て

承
認
の
撤
回
を
言
っ
た
。
そ
の
姿
、
生
き
方
、
本

物
の
政
治
家
で
あ
り
、
本
当
の
英
雄
だ
っ
た
。
沖

縄
の
怒
り
が
翁
長
知
事
を
生
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に

思
う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
の
あ
と
今
後
の
行
動
提
起
が
さ
れ
集
会
は

終
了
し
た
。

　

八
月
一
九
日
に
、
衆
議
院
議
員
会
館
前
（
国

会
議
事
堂
裏
）
に
お
い
て
、「
安
倍
改
憲
Ｎ
ｏ
！

安
倍
内
閣
退
陣
！
八
・
一
九
国
会
議
員
会
館
前
行

動
」（
主
催
・
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
こ
わ
す
な

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
・
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ

ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
た
。
沢

山
の
労
組
・
市
民
団
体
と
と
も
に
、
国 

労
東
京
か

ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
二
七
〇
〇
名
が

国
会
前
に
結
集
し
、
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
の
声
を

上
げ
た
。

　

最
初
に
立
憲
民
主
党
・
菅
直
人
議
員
が
立
ち


